
平成25年3月期 第2四半期決算短信〔日本基準〕（連結） 

平成24年10月25日

（百万円未満切捨て）

上場会社名 株式会社 スペースシャワーネットワーク 上場取引所 大 
コード番号 4838 URL http://www.spaceshower.net/
代表者 （役職名） 代表取締役社長 （氏名） 清水 英明
問合せ先責任者 （役職名） 取締役 管理部門担当 （氏名） 長谷川 裕朗 TEL 03-3585-3242
四半期報告書提出予定日 平成24年11月8日
配当支払開始予定日 ―
四半期決算補足説明資料作成の有無 ： 無
四半期決算説明会開催の有無 ： 無

1.  平成25年3月期第2四半期の連結業績（平成24年4月1日～平成24年9月30日） 

 

(2) 連結財政状態 

  

(1) 連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

売上高 営業利益 経常利益 四半期純利益
百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

25年3月期第2四半期 5,953 7.1 202 687.1 215 460.3 106 ―
24年3月期第2四半期 5,560 △2.0 25 △72.0 38 △64.5 △58 ―

（注）包括利益 25年3月期第2四半期 106百万円 （―％） 24年3月期第2四半期 △58百万円 （―％）

1株当たり四半期純利益
潜在株式調整後1株当たり四半期

純利益
円 銭 円 銭

25年3月期第2四半期 997.06 ―
24年3月期第2四半期 △542.96 ―

総資産 純資産 自己資本比率
百万円 百万円 ％

25年3月期第2四半期 6,672 3,682 55.2
24年3月期 6,606 3,669 55.6
（参考） 自己資本  25年3月期第2四半期  3,682百万円 24年3月期  3,669百万円

2.  配当の状況 

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無  ：  無   

年間配当金
第1四半期末 第2四半期末 第3四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

24年3月期 ― 0.00 ― 875.00 875.00
25年3月期 ― 0.00
25年3月期（予想） ― 875.00 875.00

3. 平成25年 3月期の連結業績予想（平成24年 4月 1日～平成25年 3月31日）  
（％表示は、対前期増減率）

（注）直近に公表されている業績予想からの修正の有無  ：  無   

売上高 営業利益 経常利益 当期純利益
1株当たり当期
純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 11,204 1.7 283 ― 301 615.9 153 92.4 1,431.97



(1) 当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）  ：  無  

(2) 四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用  ：  無  

(3) 会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

（注）第１四半期より減価償却方法の変更を行っており、「会計方針の変更を会計上の見積りの変更と区別することが困難な場合」に該当しております。 
詳細は、添付資料P.３「２．サマリー情報（注記事項）に関する事項 (3）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示」をご覧ください。 

(4) 発行済株式数（普通株式） 

※四半期レビュー手続の実施状況に関する表示 
この四半期決算短信は、金融商品取引法に基づく四半期報告書のレビュー手続の対象外であり、この四半期決算短信の開示時点において、金融商品取引法に
基づく四半期報告書のレビュー手続を実施中です。 

※業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項 
（将来に関する記述等についてのご注意） 
上記の予想は本資料の発表日現在において入手可能な情報及び将来の業績に影響を与える不確実な要因に係る本資料発表日現在における仮定を前提として
います。実際の業績は、今後様々な要因によって大きく異なる可能性があります。 

※  注記事項

新規 ―社 （社名） 、 除外 ―社 （社名）

① 会計基準等の改正に伴う会計方針の変更   ：  有
② ①以外の会計方針の変更   ：  無
③ 会計上の見積りの変更   ：  有
④ 修正再表示   ：  無

① 期末発行済株式数（自己株式を含む） 25年3月期2Q 106,908 株 24年3月期 106,908 株
② 期末自己株式数 25年3月期2Q ― 株 24年3月期 ― 株
③ 期中平均株式数（四半期累計） 25年3月期2Q 106,908 株 24年3月期2Q 106,908 株
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（１）連結経営成績に関する定性的情報 

当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、東日本大震災からの復興需要が引き続き内需を牽引している

ものの、補助金などの政策効果に下支えされてきた個人消費にも陰りが見え始めるとともに、海外経済の減速によ

り輸出産業を中心に企業業績に下振れリスクがあり、景気の先行きには不透明感が深まりつつあります。 

こうした中、当社グループでは、業績水準を安定的に回復し経営基盤を盤石にすることと放送外事業を黒字成長

構造へ転換することを当連結会計年度の経営方針に掲げて経営を行ってまいりました。 

この結果、当第２四半期連結累計期間における当社グループの売上高は5,953,692千円と前年同期比392,984千円

増（同7.1%増）となり、これに伴い、営業利益は202,581千円と前年同期比176,844千円増（同687.1%増）、経常利

益は215,688千円と前年同期比177,195千円増（同460.3%増）となりました。また、四半期純利益は106,593千円と

なり、損失計上となった前年同期と比べ164,640千円改善いたしました。  

  

セグメント別の業績は次のとおりであります。 

  

①音楽事業 

 有料放送の番組視聴可能世帯数につきましては、「スペースシャワーＴＶ」が843万６千世帯、「100%ヒッツ！

スペースシャワーＴＶプラス」は293万３千世帯となりました。スカパー！（旧スカパー！e２）の売上が前年同期

比で増加いたしましたが、レコードメーカーからの広告出稿が前年度水準を下回ったため、当第２四半期連結累計

期間における放送関連の業績は前年同期並みの結果となりました。 

 ディストリビューション関連では、フィーチャーフォンからスマートフォンへの移行に伴い、デジタル音楽配信

が減少傾向にありますが、今後スマートフォンなどでの「定額聞き放題型サービス」の普及・拡大が見込まれてい

ます。当社としては、様々なサービス事業者に対して提供する配信楽曲のデータ加工速度を上げ、デジタル音楽配

信売上の再浮揚を目指すべく、現在システム開発を進めております。当第２四半期連結累計期間においては、デジ

タル音楽配信の減少を、好調なＣＤパッケージの受託流通売上でカバーし、前年同期実績を若干上回る水準で推移

いたしました。  

 ライブ・イベント関連では、当社主催の野外フェス「Sweet Love Shower 2012」が盛況であったことに加え、震

災の影響で前年同期に営業損失を計上したライブハウスも黒字化いたしました。 

 また、前年同期に発生した騒音被害によるスタジオ事業の営業損失（前連結会計年度末で事業撤退済み）や子会

社の事務所移転費用などの一過性の費用が、当第２四半期連結累計期間においてはなくなりました。 

 この結果、売上高は5,330,743千円と前年同期比199,897千円増（同3.9%増）となりました。経常利益（セグメン

ト利益）につきましては、172,306千円と前年同期比138,103千円増（同403.8%増）となりました。  

  

②映像制作事業 

当事業につきましては、前年同期は東日本大震災の影響により売上が一時的に大きく落ち込みましたが、当第２

四半期連結累計期間は、ミュージックビデオのみならず、それ以外の大型映像収録案件も受注できたことにより、

業績は好調に推移いたしました。この結果、売上高は622,948千円と、前年同期比193,087千円増（同44.9%増）と

大幅な増収となりました。経常利益（セグメント利益）は、44,022千円となり、前年同期と比べ41,102千円の増益

となりました。 

  

  なお、第１四半期連結累計期間より、報告セグメントの区分変更をしており、当第２四半期連結累計期間の比

較・分析は、セグメント区分変更後の数値によっております。詳細は、「３．四半期連結財務諸表 （６）セグ

メント情報等  Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）」の「２． 報

告セグメントの変更等に関する事項」に記載のとおりであります。 

    

（２）連結財政状態に関する定性的情報 

資産、負債及び純資産の状況 

当第２四半期連結会計期間末における総資産は、主に流動資産その他が 千円、受取手形及び売掛金が

千円増加し、一方で現金及び預金が 千円、未収還付法人税等が 千円、固定資産繰延税金資産

が 千円減少したことにより、前連結会計年度末に比べ 千円増加し、 千円となりました。 

 負債につきましては、主に買掛金が 千円、未払法人税等が 千円、退職給付引当金が 千円、流

動負債その他が 千円増加し、一方で未払金が 千円減少したことにより、前連結会計年度末に比べ

千円増加し、 千円となりました。また、純資産は利益剰余金が 千円増加したことなどによ

り、前連結会計年度末に比べ 千円増加し、 千円となりました。  

  

１．当四半期決算に関する定性的情報

195,631

149,262 142,223 80,628

42,864 66,423 6,672,685

74,410 40,622 26,281

23,811 107,390

53,624 2,989,953 13,048

12,798 3,682,732



キャッシュ・フローの状況 

当第２四半期連結累計期間における連結ベースの現金及び現金同等物（以下「資金」という）は、 千円

の使用となり、資金の四半期末残高は、 千円となりました。これは、営業活動により 千円獲得し

た一方で、投資活動により 千円、財務活動により 千円使用したことによるものであります。 

  

（営業活動によるキャッシュ・フロー）  

営業活動による資金の獲得は、 千円（前年同期は 千円の使用）となりました。これは主に、税

金等調整前四半期純利益により 千円、法人税等の還付額により 千円、仕入債務の増加により

千円、減価償却費により 千円獲得した一方で、その他流動資産の増加により 千円、売上債

権の増加により 千円使用したことによるものであります。 

  

（投資活動によるキャッシュ・フロー）  

投資活動による資金の使用は、 千円（前年同期は 千円の使用）となりました。これは主に、無

形固定資産の取得により 千円、有形固定資産の取得により 千円使用したことによるものでありま

す。 

  

（財務活動によるキャッシュ・フロー）  

財務活動による資金の使用は、 千円（前年同期は 千円の使用）となりました。これは、配当金

の支払により 千円、リース債務の返済により 千円使用したことによるものであります。 

    

（３）連結業績予想に関する定性的情報 

  連結業績予想につきましては、平成24年10月19日付け発表の当社「平成25年３月期第２四半期業績予想の修正に

関するお知らせ」のとおり、当初発表のまま据え置いております。   

   

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動 

  該当事項はありません。 

   

   

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用 

  該当事項はありません。 

   

   

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示 

 （会計上の見積りの変更と区別することが困難な会計方針の変更） 

 当社及び国内連結子会社は、法人税法の改正に伴い、第１四半期連結会計期間より、平成24年４月１日以後に取

得した有形固定資産について、改正後の法人税法に基づく減価償却方法に変更しております。 

 なお、これによる当第２四半期連結累計期間の営業利益、経常利益および税金等調整前四半期純利益に与える影

響は軽微であります。 

   

   

145,223

2,550,515 91,088

100,887 135,423

91,088 291,448

211,303 82,523

74,410 60,997 196,326

153,632

100,887 27,059

57,954 38,992

135,423 137,355

93,544 41,879

２．サマリー情報（注記事項）に関する事項



３．四半期連結財務諸表 
（１）四半期連結貸借対照表 

（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

資産の部   

流動資産   

現金及び預金 2,727,832 2,585,609

受取手形及び売掛金 1,523,690 1,672,952

商品及び製品 208,234 218,544

仕掛品 108,979 151,624

原材料及び貯蔵品 5,333 765

未収還付法人税等 80,628 －

繰延税金資産 125,152 115,756

その他 180,620 376,252

貸倒引当金 △62,173 △69,249

流動資産合計 4,898,298 5,052,255

固定資産   

有形固定資産   

建物及び構築物 592,293 534,587

機械装置及び運搬具 23,475 23,475

工具、器具及び備品 354,486 343,876

土地 195,864 195,864

リース資産 455,071 455,071

建設仮勘定 － 15,200

減価償却累計額及び減損損失累計額 △873,237 △863,999

有形固定資産合計 747,954 704,076

無形固定資産   

のれん 39,639 13,213

ソフトウエア 131,632 131,445

リース資産 38,737 30,247

その他 47,172 80,519

無形固定資産合計 257,182 255,425

投資その他の資産   

投資有価証券 5,634 13,383

敷金及び保証金 312,350 308,130

繰延税金資産 330,661 287,797

その他 69,916 70,665

貸倒引当金 △15,735 △19,049

投資その他の資産合計 702,827 660,927

固定資産合計 1,707,963 1,620,429

資産合計 6,606,262 6,672,685



（単位：千円）

前連結会計年度 
(平成24年３月31日) 

当第２四半期連結会計期間 
(平成24年９月30日) 

負債の部   

流動負債   

買掛金 1,092,962 1,167,372

リース債務 84,150 82,689

未払金 307,493 200,103

未払法人税等 21,420 62,043

預り金 443,376 447,434

賞与引当金 91,351 98,161

役員賞与引当金 3,882 7,213

返品調整引当金 71,575 81,494

売上割戻引当金 1,460 981

その他 22,899 46,710

流動負債合計 2,140,572 2,194,204

固定負債   

リース債務 268,759 228,341

退職給付引当金 426,645 452,927

役員退職慰労引当金 93,702 107,182

その他 6,647 7,297

固定負債合計 795,756 795,748

負債合計 2,936,328 2,989,953

純資産の部   

株主資本   

資本金 1,789,059 1,789,059

資本剰余金 846,059 846,059

利益剰余金 1,035,159 1,048,208

株主資本合計 3,670,277 3,683,326

その他の包括利益累計額   

その他有価証券評価差額金 △343 △593

その他の包括利益累計額合計 △343 △593

少数株主持分 － －

純資産合計 3,669,934 3,682,732

負債純資産合計 6,606,262 6,672,685



（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書 
（四半期連結損益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

売上高 5,560,707 5,953,692

売上原価 4,194,986 4,476,225

売上総利益 1,365,721 1,477,466

返品調整引当金繰入額 55 9,919

差引売上総利益 1,365,666 1,467,547

販売費及び一般管理費 1,339,929 1,264,966

営業利益 25,737 202,581

営業外収益   

受取利息 338 265

受取配当金 49 89

受取賃貸料 2,580 1,545

業務受託手数料 － 4,100

諸預り金戻入益 4,690 4,973

雑収入 10,667 6,160

営業外収益合計 18,326 17,133

営業外費用   

支払利息 5,314 3,766

その他 256 260

営業外費用合計 5,570 4,026

経常利益 38,493 215,688

特別利益   

固定資産売却益 － 15

特別利益合計 － 15

特別損失   

固定資産除却損 1,951 4,328

固定資産売却損 － 71

のれん償却額 10,027 －

減損損失 4,390 －

災害見舞金等 2,151 －

特別損失合計 18,519 4,400

税金等調整前四半期純利益 19,973 211,303

法人税、住民税及び事業税 18,267 52,449

法人税等調整額 59,752 52,260

法人税等合計 78,020 104,710

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△58,046 106,593

四半期純利益又は四半期純損失（△） △58,046 106,593



（四半期連結包括利益計算書） 
（第２四半期連結累計期間） 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

少数株主損益調整前四半期純利益又は少数株主損益
調整前四半期純損失（△）

△58,046 106,593

その他の包括利益   

その他有価証券評価差額金 △373 △250

その他の包括利益合計 △373 △250

四半期包括利益 △58,420 106,342

（内訳）   

親会社株主に係る四半期包括利益 △58,420 106,342

少数株主に係る四半期包括利益 － －



（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書 

（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

営業活動によるキャッシュ・フロー   

税金等調整前四半期純利益 19,973 211,303

減価償却費 68,231 60,997

減損損失 4,390 －

無形固定資産償却費 57,958 54,096

貸倒引当金の増減額（△は減少） 5,928 10,389

のれん償却額 42,586 26,426

受取利息及び受取配当金 △388 △354

出資金償却 456 2,250

敷金及び保証金償却 1,084 902

支払利息 5,314 3,766

法人税等還付加算金 － △1,894

有形固定資産除売却損益（△は益） － 4,384

無形固定資産除売却損益（△は益） 1,951 －

長期前払費用の増減額（△は増加） － △3,004

長期前払費用償却額 1,896 1,548

売上債権の増減額（△は増加） △84,693 △153,632

たな卸資産の増減額（△は増加） △2,395 △48,387

その他の流動資産の増減額（△は増加） △173,536 △196,326

仕入債務の増減額（△は減少） 77,958 74,410

賞与引当金の増減額（△は減少） △51,254 6,810

役員賞与引当金の増減額（△は減少） △15,685 3,331

その他の流動負債の増減額（△は減少） △41,757 △72,198

退職給付引当金の増減額（△は減少） 14,954 26,281

役員退職慰労引当金の増減額（△は減少） △86,427 13,479

その他 △522 650

小計 △153,977 25,228

利息及び配当金の受取額 388 354

利息の支払額 △5,314 △3,766

法人税等の還付及び還付加算金の受取額 15,392 82,523

法人税等の支払額 △147,938 △13,251

営業活動によるキャッシュ・フロー △291,448 91,088



（単位：千円）

前第２四半期連結累計期間 
(自 平成23年４月１日 
 至 平成23年９月30日) 

当第２四半期連結累計期間 
(自 平成24年４月１日 
 至 平成24年９月30日) 

投資活動によるキャッシュ・フロー   

定期預金の預入による支出 △3,000 △3,000

有形固定資産の取得による支出 △21,546 △38,992

有形固定資産の売却による収入 － 359

投資有価証券の取得による支出 － △8,000

子会社株式の取得による支出 △6,400 －

無形固定資産の取得による支出 △38,039 △57,954

出資金の回収による収入 213 113

貸付金の回収による収入 3,099 2,953

敷金及び保証金の差入による支出 △102 △10

敷金及び保証金の回収による収入 38,715 3,644

投資活動によるキャッシュ・フロー △27,059 △100,887

財務活動によるキャッシュ・フロー   

リース債務の返済による支出 △43,810 △41,879

配当金の支払額 △93,544 △93,544

財務活動によるキャッシュ・フロー △137,355 △135,423

現金及び現金同等物に係る換算差額 △17 －

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △455,880 △145,223

現金及び現金同等物の期首残高 2,831,431 2,695,739

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,375,551 2,550,515



 該当事項はありません。 

     

   

 該当事項はありません。 

     

   

Ⅰ 前第２四半期連結累計期間（自 平成23年４月１日 至 平成23年９月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益の調整額は、セグメント間取引等消去 千円であります。 

２．セグメント利益は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整をおこなっております。 

  

２． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。  

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 

  

Ⅱ 当第２四半期連結累計期間（自 平成24年４月１日 至 平成24年９月30日）  

１．報告セグメントごとの売上高及び利益又は損失の金額に関する情報 

（注）１．セグメント利益（△損失）の調整額は、セグメント間取引等消去 千円であります。 

２．セグメント利益（△損失）は、四半期連結損益計算書の経常利益と調整をおこなっております。 

  

（４）継続企業の前提に関する注記

（５）株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記

（６）セグメント情報等

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益計
算書計上額 
（注）２ 音楽事業 映像制作事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  5,130,846  429,860  5,560,707  －  5,560,707

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
 300  17,503  17,803  △17,803  －

計  5,131,146  447,364  5,578,511  △17,803  5,560,707

セグメント利益  34,202  2,920  37,122  1,370  38,493

1,370

  （単位：千円）

  

報告セグメント 
調整額 
（注）１ 

四半期連結損益計
算書計上額 
（注）２ 音楽事業 映像制作事業 計 

売上高           

外部顧客への売上高  5,330,743  622,948  5,953,692  －  5,953,692

セグメント間の内部売上高又は振替

高 
 1,000  19,367  20,367  △20,367  －

計  5,331,743  642,315  5,974,059  △20,367  5,953,692

セグメント利益（△損失）  172,306  44,022  216,328  △640  215,688

△640



２． 報告セグメントの変更等に関する事項 

 当社は平成23年10月１日付けで、グループ内における重複機能の効率化に加え、連結子会社に分散していた放

送外事業の人材やノウハウを再編し、諸機能の横断的連携によりグループ力を最大限発揮できる組織体制に移行

させることを目的として、連結子会社２社を全事業譲受により経営統合いたしました。 

 この経営統合に伴い、当社は今後、音楽コンテンツを核に「放送関連」、「音楽ソフト」という従来のセグメ

ントの枠組みを超えて事業を展開し、収益の獲得、費用の計上、及び資源の配分を行って参りますので、当第１

四半期連結累計期間より、これら２セグメントを「音楽事業」として統合いたしました。また、「映像制作」に

ついては「映像制作事業」へ変更しておりますが、当該変更については、名称変更のみであり、報告セグメント

の変更はありません。 

 なお、前第２四半期連結累計期間のセグメント情報は、当第２四半期連結累計期間のセグメント区分に合わせ

て作成しております。  

   

３． 報告セグメントごとの固定資産の減損損失又はのれん等に関する情報 

（固定資産に係る重要な減損損失） 

 該当事項はありません。  

  

（のれんの金額の重要な変動） 

 該当事項はありません。 

  

（重要な負ののれん発生益） 

 該当事項はありません。 
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